





























































挨拶がある。 「お辞儀 J と言う行為は西欧の相手と握手するととに相当する。会話中で「




「はい J とか「ええ、 そうですね J とかの言葉によるものも含めて、 ある調査によれば
日常会話の場合には数秒に 1 回の割合で観察されるほどである。 しかし、すべてが「その
とおりだ J 「了解した j という肯定の意味で行われているわけではなく、単に「ああ、そ




















































































































知らないように見える事、 4 ）伝統的習慣のために、上下関係や礼儀、挨拶を尊ぶ事、 5) 
カップル単位の社会でなく、西洋ほど解放的でない異性関係、などである。
「故郷に錦を飾る j という言葉がある。 己れは「故郷を離れていた者が成功して故郷に
帰る j という意味である、 しかし、同時に「故郷では錦を織れない j ということをも意味
している。外ヘ出て、織る乙とを学ぶ、それを持ち帰って初めて錦となるのである。
最後に、外国という、異なった環境の中で生活するわけなので、 日本の諺にある「郷に
入りでは郷に従え J のように、 もっと日本を学ぶ努力をして、働く国「日本」をより理解
してい乙うという積極的な態度がないと、 なかなかうまくいかないと思う。
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